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多数の選手が県大会出場を叶えました。 
 男鹿潟上南秋中学校総合体育大会が 6月 18日

(土)、19日(日)の二日間にわたって開催されまし

た。創立 50周年に花を飾るべく優勝を目指し､全身

全霊をかけて挑んだ大会でした。部活動強調週間で

は、本番に向けて意気揚々としている東中生の勢い

が、選手たちの練習に向かう姿勢や響き渡る声、グ

ラウンドやコートを力強く駆け回る姿から感じられ

大会当日の活躍が期待されました。 

結果は、野球､バレーボール女子､柔道女子の優勝

をはじめ、柔道男子が準優勝、個人優勝が多数（裏

面をご覧ください）と、たくさんの栄冠を東中にも

たらしました。念願の県大会への切符を手にした選

手の皆さん、地区代表として、東中の代表として､ 

思う存分力を発揮してきてください。 

惜しくも県大会出場を逃した種目においても、立

派な健闘ぶりであったという報告がありました。本

大会において、粘り強くゲームセットまで果敢に挑

み続けた全ての選手たちに、たくさんの勇気と感動

をもらいました。選手の皆さんの奮闘に、心から拍

手を送ります。 

３年ぶりの激励会。応援団のエール響く！ 
 市郡中総体の前々日である 16日（木）､約３年ぶ

りにチーム東中激励会を行いました。この日のため

に市郡大会のないラグビー部を中心に、有志も加わ

り応援団が結成されました。 

 堂々の入場行進に続き､各部主将による決意表明､

選手紹介等が行われるとともに、各部に向けてエー

ルが贈られました。練習期間が短かったのにもかか

わらず立派な応援で、なんとも温かい激励会になり

ました。中総体に挑む選手と応援する全校生徒の思

いが合致して初めて男鹿東中として戦えます。この

日の応援の声は、東中選手団を心強く支えてくれた

ものと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 創立 50周年を盛り上げるべく、３月にスローガン

とロゴマークを現２､３年生から募集していました。

次のとおり決定しましたので、紹介します。 

 スローガンを考えてくれたのは３Ａ三浦彩愛さん

と３Ｃ齊藤藍華さんです。 

□藍華さんのコメント（メイン）：東中生一人一人

が協力し合い、共に挑み､共に助け合いながら､誰

一人欠けることなく成長していってほしいという

思いを込めました。 

□彩愛さんのコメント（副題）：これからも素敵な

東中で歩み続け、みんなで前向きに進めるように

という願いを込めました。 

 先輩方から受け継いだ伝統を守り続けながらも､ 

この先の東中の未来を自分たちが築いていくのだと

いう、決意や希望のあふれる素晴らしいスローガン

となりました。 

 ロゴマー

クを考案し

たのは３Ｃ

飯野乃々花

さんです。

記念事業実

行委員会に

よる１次審

査で 10案

に絞られ、最終審査は全校生徒による投票で行わ

れ、このデザインに決定しました。 

□乃々花さんのコメント：「５」は男鹿らしいやわ

らかい緑色で表しました。｢０」は 50周年のよい

波に乗ろうという想いを込め、波の形で表しまし

た。東中の校章は宝船をイメージしているそうな

ので、その波に東中が乗っていけるように波に浮

かばせました。 

 決定したスローガンやロゴマークは、記念事業の

みならず、様々な場面で活用していくことになりま

す。応募してくださった皆さん、ありがとうござい

ました。            （文責 森山）   

□令和４年７月１日発行 

□男鹿市立男鹿東中学校 

 男鹿市船越字根木１６９番地 

創立 50周年スローガン＆マーク決定 

   

＜スローガン＞ 

はばたけ、50 年のその先

へ。 
～描き続ける東中の歴史～ 

 

＜ロゴマーク＞ 

 


